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緒言

木材の耐朽性は樹種のちがいによって著しく異なるものであるから，木村の合理的な

利用の上からも各樹被ごとにその耐朽性を十分に把握しておく必要がある。このような見

地から木材の耐朽性l乙関する研究は， 1904勾ーに TUBEl疋司川 lとよっておこなわれてより今日

にいたるまで，多くの研究者が種々なる樹稀ーについての研究結巣を報告している。その研.

究の目的によって，対象とされた樹稀{，腐朽菌の稀類， ~た験方法子育ーが異なるのは当然であ

るが，乙れらの報色ーのうちには北海道の主要樹種である， トドマツ及びエゾマツの耐朽牲

について論述したものもみられる。すなわち，北島田.32，")(1924，1931， 1933)，福山町(1934)，

森叫(1934)，坂巻町(1935)，矢沢町(1941)，亀井および厚叩(1948)，阿部1)(1952)等であり，乙

の中には実験室における耐朽性，すなわち，比較奴抗力試験の結果からl耐朽性を論じたも

のと，木材が実際に使用された場合や林地等lと放[買された場介の調交結果から両樹種の耐

朽性を論じたものとがある。
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はじめに比較抵抗力試験に関する報告についてみるならば，北島叫l土建築用針葉樹材

11種Iζ28種類の木材腐朽菌を接種し，その重量減少率の大小lとより供試材の耐朽性を論

じたが， トドマツとエゾマツはもっとも腐朽しやすい樹種であるとし，両樹種の耐朽性に

差を認めていない。また，亀井および星mは本道産主要樹種目種のマツノネクチタケに対

する比較抵抗力を試験したが，供試材の重量減少率はトドマツ，エゾマツともに同程度で

あるとと，乙れら両樹種の比較抵抗力は供試材 16積のうち中位であることを報告した。

一方，阿部1)は本道産針葉樹6種に 13種類の木材腐朽菌を接種して比較抵抗力を試験し

たが， トドマツはイチイについで第2位であり，エゾマツは 6樹種中第5位であったこと

を報告した。

つぎに土木建築用材として使用された場合についての報告をみるに，福山1町は橋梁材

坑木，枕木などの土木用材をはじめ戸外で使用される場合には， トドマツはエゾマツより

も断然耐朽性に富む乙とをのべ，これは樹脂含有量がトドマツの方に多い乙とに原因する

と考えられるとのベた。また，家屋土台の耐久年限を調査した森43)は， トドマツ，エゾマ

ツともに 10年であると報告したが，電柱の耐朽年限を調査した坂巻町lま，トドマツが8-

10年であるのにくらべ，エゾマツは 6-8年であり，トドマツよりも劣ることをのべた。

一方，矢沢.3)tま樺太に生じたトドマツ，エゾマツ風倒木について調査し，両樹種の耐

朽性についても論及したが，同氏は風倒後3年および4年目の風倒木樹幹から円盤を採取

し，その腐朽面積率の比較からトドマツ心材の方がエゾマツ心材よりもあきらかに耐朽性

が大きいととを指摘した。なお同氏.4ω

の傾向が認められる乙とを報告した。

トドマツとエゾマツの耐朽性に関する従来の報告には前記のごときものがあり，すで

に記したごとく，林地腐朽の場合にはトドマツの方がはるかにエゾマツよりも耐朽性の大

きいととが矢沢聞によってあきらかにされ，また，福山18)も指摘したごとく戸外に使用さ

れる土木用材などの場合も，その耐朽性においてトドマツがエゾマツにまさっている ζと

は，一般林業実際家の等しく認めるところである。しかるに，これの実験的証明ともいえ

。る比較抵抗力試験に関しては未だ明確なる結論が得られていない。もっとも阿部りは比較

抵抗力試験においてトドマツがエゾマツよりもすぐれていることをのべたが，その実験成

績をみるに顕著な差異があるとはいいがたい。

したがって筆者は，一層広汎なる木材腐朽菌を用いて， トドマツ，ヱゾマツ両樹種の

耐朽性に関する論議において唯一つ明確さを欠いている，比較抵抗力試験の解明を試みた

のであるが，その試験成績をとりまとめて乙こに報告する次第である。

本研究をおとなうにあたり，御懇切なる御指導と御援助をいただいた今回敬一博士，

亀井専次博士，矢沢亀吉博士，武藤憲由博士ならびに試験材を提供され御援助いただいだ
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北海道大学演習林長宮脇恒教授，猪口iF.己助教授に対し衷心よりの感謝を捧げたい。ー

実験材料および方法

供試木は北海道大学天塩第一演習林管内の胸正:j直径37cmのトドマツおよびエゾマツ

の健全な生立木で， 1959年 1月末にこれを伐倒し直ちに玉切され，地上高1.0-2.3mの樹

幹が実験宅あてに送付された。供試樹幹の地上高1.0mの断面における年輪数は， トドマ

ツ134個，エゾマツ 127個あり，勿論腐朽部分は認められなかった。試験材片は，とれら

樹幹の心材8sより得たが，その大いさは 1x 1 x4cm (木口 1x 1)とし，材片の長さの方向と

繊維の方向とが一致するよう!と木耳元った。なお，試験材片の作製にあたってはアテの部分

は除外し，また木取った材片についてはその表l商を調べて，樹脂の認められたものは試験

lζ用いなかった。 試験材片iとは番号を付し， 1050C，こ保った乾燥器中で恒量となるまで乾

燥し，その絶乾重量を測定した。

実験に用いた木材腐朽菌は，チウロコタケモドキ Stereumsanguirwlentum ALB. et 

ScHW.，マツノウロコタケ Lloydellaabietina (PERS. ex FR.) S. ITO，ハナピラタケ Sparas-

sis crispa (WULF.) FR.，キンイロアナタケ Poriasubacida伊ECK)SACC.，エゾノサピイロア

ナタケ Fuscoporiau胤 ;rii(MURR.) AOSHIMA，アラグカワラタケ Coriolushirsutus (Wu日.

ex FR.) Qu孟L.，アイカワタケ Laetiporussulphur，ωs (BULL. ex FR.) B側 D.et SING.，マスタ

ケ L.紛争hureusvar. miniatus (Ju悶 H.)IMAZEKI，トドマツオオウズラタケ Tyromyces

balsameus (PECK) 1MλZEKI，ヱゾタケ T.borealis (FR.) lMAZEKI，シミガタセンぺイタケ T.

伊 ttulatus(PECK) MURR.，カボチャタケ Hapalopilusfibrillosus (KARST.)勘 ND.et SING.， 

マツノネクチタケ Fomitο'psisannosa (FR.) KARST.，レンガタケ F.insularis (MURR.) IMA-

ZEKI，エプリコ F.officinalis (VILL. ex FR.) Bo!'."D. et SING.，ツガサルノコシカケ F.pinicola

(SWARTZ ex FR.) KAR訂.，ケニクアミタケ F.roseozonata (LLOYD) 1MAZEKI，ミヤマトンビ

7 イタケ Bondarzewiamontana (QU孟L.)Sひ-iG.，ツガノマンネンタケ Ganodermatsugae 

MURR.，ヒトクチタケ Cryptoporusvolvatus (PK.) SHEAR，エプノハスグサレタケ Crypto・

derma nigrolimitatum (ROMELL) IMAZEKI et AOSHIMA，マツノカタワタケ c.pini lMAZEKI， 

エゾノコシカケC.yamanoi IMAZEKI，モミサルノコシカケ Phellinusharti肘 (ALLESCH.

et ScHNABL) lMAZEKI，カイメンタケ Phaeolusschweinitzii(FR.) PAT.，ナラタケ Armillaria

mellea (FR.) QUEL.，エゾナミハタケ工.entinuskauffmanii SMlTH，ヌメリスギスケ Pholiota

ad.与昭sa(FR.) QU孟L.の28種で，このうちマツノカタワタケは木州}j面におけるカラマツ

生立木の腐朽薗であるが，他の 27種はいずれも本道におけるトドマツおよびエゾマツ類

の生立木，衰勢木を侵害する主要な腐桁菌である。乙れらのうちミヤマトンビマイタケお

よびモミサルノコシカケはトドマツを侵脅するがエゾマツlとは寄生せず，またエゾノハス
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グサレタケ，エゾノコシカケ，エゾナミハタケの3種はエゾマツを侵害するが， トドマツ

にはその寄生が知られていない。

乙れら供試腐朽菌の分離源、を表示すると第1表のごとくである。

第 1表各魔朽菌の分離源

Table 1. Sources of isolates of each wood-rotting fungus. 

鴨朽菌
W O{)d-rotting fungi 

チウロコタケモドキ
Stereum sanguinolentum 

マツノウロコタケ
Lloydella abietina 

ハナピラタケ
Sparassis cn.spa 

キンイロアナタケ
Poria subacida 

エゾJサピイロアナタケ
Fuscoporia weirii 

アラゲカワラタケ
Coriolus hirsutus 

アイカワタケ
工，aetかo~s sulphul1叩 S

マスタケ
Laet勿orussulphureus 
var.押untatus

トドマツオオウズラタケ
Tyromyc，回 balsameus

エゾタケ
Tyromyc，白 borealis

シミガタセンベイタケ
Tyromyces guttulatus 
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マツノネタチタケ
Fomitopsis anno却

レンガタケ
Fomitopsis insulaげS

エプりコ
Fomitopsis oificinalis 

分離源 |採集地
Sources of isolation Locality 

エゾマツ腐朽材
Decayed wood of 
P附 'ajezoensis 

トドマツ魔朽材
Decayed wood of 
Abies sachalin白lsis

カラ 7 ツ腐朽材
Decayed wood of 
Larix 1ψtolepi・5

トドマツ腐朽材
Decayed wood of 
Abies岨chalinensis

エソーマツ魔朽材
Decayed wood of 
Picea jezo白lsis

ホウノキ腐朽材
Decayed wood of 
Magnolia obovata 

ミズナラ腐朽材
Decayed wood of 
Quercus mongolica 
var. grosseSe1γ-ata 

トドマツ魔朽材
Decayed wood of 
Abies sachalinensis 

同上
do. 

アカエゾマツ魔朽材
Decayed wood of 
Picea Glehni 

トドマツ腐朽材
Decayed wood of 
Abies sachalinensis 

エゾ7 ツ魔朽材
Decayed wood of 
Picω jezoensis 

トドマツ腐朽材
Decayed wood of 
Abies凪 chalinensis

エゾマツ帯電朽材
Decayed wood of 
Pic.ω jezoensis 

コメツガ上の子実体
Sporophores on 
Tsuga diversifolia 

胆振国苫小牧
Tomakomai， 
Prov. 1buri 

石狩国層雲峡
Sounkyo， 
Prov. 1shikari 

石狩国札幌
Sapporo， 
Prov. 1shikari 

銅|路国弟子屈
Teshikaga 
Prov. Kushiro 

石狩困層雲峡
Sounkyo， 
Prov. 1shikari 

胆振国苫小牧
Tomakomai， 
Prov. 1buri 

石狩国北母子里
Kitamoshiri， 
Prov. 1shikari 

釧路国弟子屈
Teshikaga， 
Prov. Kushiro 
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石狩国富良野
Furiuio， Feb.， 1948 
Prov. Ishikari 

書11路国阿寒
Akan， I July， 1945 
Prov. Kushiro 

石狩国苫小牧
Toll1akomlli， Oct.， 1955 
Prov. Iburi 

静岡県!
Shizuoka pref.l Sept.，1949 

do. 

K. AOSHlMA令

S. KAMEI 

K. AOSHIMA 

&-KAMEI 

T.1GARASI主I

K. AOSHIMA 
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a. 'dI(t ~ -TiO ktit .Ll1.分離年月|
魔朽菌 | 分離源 l採集地 |Da民 d l分離者
Wood-rotting fungi Sources of isolation Locality i~;~ti~~ I叫 a伽

スガサルノコシカケ
Fomitopsゐpinicola

ケニクアミタケ
Fomitopsis roseozonata 

ミヤマトンビマイタケ
Bondarzewia montana 

ツガノマンネンタケ
Ganoderma tsugae 

ヒトクチタケ
Cryptoporus volvatus 

エゾノハスグサレタケ
Cryptoゐ門加
nigrolimitatum 

マツ/カタワタケ
Cryptoderma pini 

zゾノコシカケ
Cryptoderma yamanoi 

モミサルノコシカケ
Phellinus. ha付信ii

カイメンタケ
Phaeolus schweinitzii 

ナラタケ
A門nillariamellea 

エゾナミハタケ
Lentinus kauffi抑制fi

ヌメリスギタケ
Pholiota adiPosa 

エゾマツ魔朽材
Decayed wood of 
Picea jezoensis 

向上
do. 

ツガ上の子実体
SDoro巾horeson 
Tsuga Si・eboldii

コメツガ腐朽材
Decayed wood of 
Tsuga. diversifolia 

トドマツ腐朽材
Decayed wood of 
Abies sachalinensis 

エゾ7 ツ魔朽材
Decayed wood of 
Picea jezoensis 

カラマツ上の子実体
Sporophores on 
Larix lφωfφis 

エゾ 7 ツ脅朽材
Decayed wood of 
Picea jezoensis 

トドマツ上の子実体
Sporophores on 
Abies sachalinensis 

カラマツ腐朽材
Decayed wood of 
Larix lepωfφis 

トチノキ上の子実体
Sporophores on 
Aesculus turbinata 

エゾマツ上の子実体
Sporophores on 
Picea jezoensi・5

トドマツ魔朽材
Decayed wood of 
Abies sachalinensis 

胆振国苫小牧
Tomakomai， 
Prov. Iburi 

石狩困層雲峡
Sounkyo， 
Prov. Ishikari 

埼玉県
Saitama pref. 

長野県
Nagano pref. 

石狩国北母子里
Kitamoshiri， 
Prov. lshikari 

石狩困層雲峡
Sounkyo， 
Prov. lshikari 

山梨県
Yamanashi pref. 

阻振国苫小牧
Tomakomai， 
Prov. Iburi 

石狩国野幌
Nopporo， 
Prov. lshikari 

石狩国札幌
Sapporo， 
Prov. Ishikari 

東京都
Tokyo pref. 

胆振国苫小牧
Tomakomai， 
Prov. lburi 

不明
unknown 

April，1956 T.IGARASl置I

June， 1956 do. 

Aug.， 1946 K. AOSHIMA 

Sept.， 1951 do. 

June， 1956 T.IGARASHI 

Aug.， 1952 K. AOSHIMA 

Feb.， 1948 do. 

Oct.， 1955 T.IGARASHI 

Dec.， 1956 do. 

May， 1956 do， 

May， 1948 K. AOSHIMA 

Sept.， 1955 T.IGARASHI 

Nov.， 1956 do. 

本実験に用いた木材魔朽菌の一部菌株は，亀井専次博士，青島清雄民，小笠原隆三民より御分

譲いただいたものであり，筆者は衰心よりの感謝を捧げたい。

本実験においてはj容量500ccのエJレレンマイヤー氏三角フラスコを培養ぴんとし，

乙れに常法によって調整した麦芽煎汁寒天培地(麦芽30g，寒天15g，蒸溜水 1，∞occ)を

1∞ ccずつ注入し殺菌をおこなった後，供試菌々糸を移植し 23
0
C IC::保った定温器中で培

養し，菌糸が十分に伸長するのをまって試験材片を菌叢上に横たえた。腐朽菌の種類Iとよ

り菌糸の伸長速度が異なるが，培養びんに供試菌を接種する時日を調整して薗叢が培地表

面を被覆する時期がほぼ等しくなるように留意した。培養びんの数は各腐朽菌ごとに 1個

とし，それぞれの培養びんにはトドマツ心材材片5個，エゾマツ心材材片5個，合計10個
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なお，材片の挿入lとさきだって，絶乾重量測定済のこれら材片をの試験材片を挿入した。

再び 1000Cの乾燥器中に2時間保ったのち，十分に冷えるのをまって殺菌蒸溜水で材片表

面を湿らせてから挿入した。

とれらの培養びんは， 1959年5月1日より同年 11月17日までの 200日間， 23
0

CI乙保

った定温器中に保存して材片を腐朽させた。試験終了後に各培養びんから試験材片を注意

深くとり出し，材片表面に付着した菌糸を丁寧にとりのぞいたのちに乾燥器中で乾燥し，

その絶乾重量を測定し，重量減少率を計算し， これによって両樹穫の耐朽性を比較した。

実験結果および結論

各供試腐朽菌に対するトドマツおよびエゾマツ心材材片の重量減少率は第2表に示す

どとくである。

第 2表 28種魔朽菌IC対するトドマツ及びエゾマツ心材の重量減少率

Table 2. Percentages of loss in dry weight ofheartwood blocks of Todo・fir

(Abies綿 chalinensis)and Jezo・spruce(Picea jezoensis) 

inoculated by 28 species of wood-rotting fun♂. 

]ezo・spruceTodo-fir No.of 
test blocks 

Wood-rotting fungi 

38.9 
28.9 
37.1 
24.3 
36.8 

β
3
A
n
J
4
.
 

0
a
4
0
6
 

t
L
のム

q
t
u
A
t
F
b

チウロコタケモドキ勢

Stereum sanguinolentum 

33.2 4.2 Aver. 

9
7
5
3
7
 

.••. 
A
U
A
U
A
V
A
U
A
U
 

C
M
9
3
3
8
 

A
u
n
u
n
U
A
リ
ハ
リ

1
2
3
4
5
 

マツノウロコタケ

Uoydella abietina 

0.6 0.7 Aver. 

25:1 
35.9 
47.8 
32.2 
25.4 

24.7 
20.7 
49.3 
18.4 
26.9 

司
ム
の

A
q
o
a
a
z
b

ハナピラタケ

Sparass証'scrisj回

33.3 28.0 Aver. 

35.3 
22.2 
31.0 
33.9 
21.0 

Q
d
n
d
A
U
R
U
氏
リ

-
-
-
-

F
O
E
-
u
Q
U
F
h
u
o
o
 

1
2
3
4
5
 

キンイロアナタケ器

Poria subacids 

28.7 7.2 Aver. 
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Jezo-spruce Todo・firNo.of 
test blocks W ood-rotting fungi 

58.7 
55.0 
51.8 
53.6 
50.3 

53.9 

38.3 
35.1 
12.0 
14.7 
44.5 

28.9 

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

エゾノサピイロアナタケ器

Fuscoporia weirii 

26.2 
27.7 
27.7 
29.3 
32.1 

21.1 
16.3 
19.6 
20.9 
17.3 

19.0 

1
2
3
4
5
 

アラゲカワラタケ*

Coriolus hirsutus 

28.6 Aver. 

64.6 
67.0 
64.1 
67.3 
66.7 

65.9 

44.9 
47.1 
10.3 
10.3 
7.5 

24.。

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

アイカワタケ*

Laetiporus sulphureus 

12.2 
16.1 
15.5 
15.4 
14.8 

14.8 

0.8 
9.2 
11.9 
0.4 
7.1 

5.9 

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

マスタケ普

LaetiPorus sulphur，印 S
var.押unzatus

28‘7 
31.1 
32.7 
32.4 
35.3 

32.。

23.8 
22.3 
20.8 
25.2 
18‘6 

22.1 

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

cJU 

品

育

現

ヶ

叫

ラ
日
制

ズ

d

ウ

b

ォ

ω

オ

グ

ツ

明
7

m

 

ド

m
l
.

-r 

2泡.9
27.1 
24.1 
23.4 
27.1 

26.1 

8
2
9
5
1
7
 

ヴ

d
q
o
h
りつ“
A
竺

勾

4

っ“

1 
2 
a 
4 
5 

Aver. 

エゾタケ*

Tyromyc回 borealis

48.7 
53.9 
42.1 
38.2 
28.9 

42.4 

7
0
6
7
9
6
 

2
.
&
1
.
え

2
.
a

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

シミガタセンベイタケ努

Tyromyces guttulatus 

58.9 
58.1 
58.2 
55.4 
56.2 

57.4 

53.6 
51.7 
47.0 
51.6 
56.5 

52.1 

1
2
3
4
5
 

カボチャタケ努

HapaloPilusρbrillosus 

Aver. 
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W ood-rotting fungi No.of 
test blocks 

Todo・fir Jezo・spruce

マツノネグチタケ

Fomitopsis annosa 

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

7.9 
17.5 
25.1 
20.0 
25.1 

19.1 

40.5 
38.3 
37.7 
36.5 
12.0 

33.。

レンガタケ*

Fomitopsis insularis 

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

0.6 
0.7 
0.7 
2.6 
0.7 

1.1 

16.6 
22.4 
27.4 
22.0 
19.8 

21.6 

Fomitopsis offiα加 lis

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

1.1 
1.2 
0.9 
0.9 
1.4 

1.1 

12.5 
11.4 
14.6 
17.4 
10.0 

13.2 

エプリコ発

ツガサルノコシカケ者

Fomitopsisμ;nicola 

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

51.7 
45.2 
44.8 
43.2 
51.1 

47.2 

55.0 
53.8 
53.3 
53.1 
51.5 

53.~ 

ケニクアミタケ

Fomitopsis roseozonata 

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

18.8 
3.3 
7.7 
4.1 
6.6 

8.1 

16.3 
17.4 
10.7 
10.7 
9.3 

12.9 

ミヤマトンビマイタケ器

Bondarzewia monta加

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

7.0 
10.9 
8.1 
10.9 
7.4 

8.9 

22.4 
12.2 
20.0 
17.5 
13.8 

17.2 

ツガノマンネンタケ者

Ganodenna tsugae 

ー
よ
丹
ん
の

o
dせ
戸
包

弓
4
9
d
氏
U
巧

d
ヴ
，
氏
リ

o
o
nり
ハ
リ
弓

'Aり
の

。

23.4 
22.7 
15.0 
26.4 
19.8 

21.5 Aver. 

ヒトクチタケ*

Cryptoporus volvatus 

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

22.2 
18.2 
21.2 
17.3 
18.1 

19.4 

35.0 
34.0 
31.1 
32.6 
25.0 

31.5 
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]ezo・sprnceTodo・五r
No.of 
test blocks W ood-rotting fungi 

37.8 
35.8 
36.0 
27.8 
， 34.0 

34.3 

3.4 
8.0 
9.9 
0.6 
1.1 

4.6 

1 
2 
3 
4 
5 

Av.er. 

エゾノハスグサレタケ#

C ryptoderma nigrotimitatum 

33.5 
50.5 
29.5 
38.8 
41.4 

38.7 

17.4 
11.8 
12.0 
17.0 
15.0 

14.6 

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

マツノカタワタケ*

Cryptoゐ門napi 

21.5 
21.4 
32.2 
23.8 
25.3 

24.8 

5.8 
10.2 
2.9 
4.0 
6.9 

6.0 

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

エゾノコシカケ*

Cryρtoderma yamanoi 

10.2 
3.1 
2.4 
2.0 
2.1 

4.0 

3
4
7
0
5
2
 

...••• A
U
Aり

q
O
T
A
Aり
噌

i

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

モミサルノコシカケ

Phellinus hartigii 

37.4 
67.1 
67.2 
55.7 
33.6 

52.2 

22.9 
24.0 
20.6 
29.4 
17.7 

22.9 

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

iカイメンタケ者

Phaeolus sch叩 einitzii

つω
々
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n
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ヴ
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'
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0
0
0
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0
0
c
O
Aり
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0
3
5
2
2
3
 

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

ナラタケ

Armillaria mellea 

23.2 
24.7 
25.5 
34.1 
30.3 

27.6 

9.8 
17.2 
13.0 
22.9 
11.2 

14.8 

1 
2 
3 
4 
5 

Aver. 

エゾナミハタケ各

LentinusおujJmanii

10.8 
8.2 
8.5 
5.7 
5.7 

7.8 

0
6
1
8
8
7
 

d隼
勾

d
n
d
巧

d
c
o
a
u

1
2
3
4
5
 

ヌメリスギタケ

Pholiota adiposa 

Aver. 

普 Differenceswere significant at the 5 per cent level. 
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トドマツ心材の方がエゾマツ心材よりも比較抵抗力が強い (5%の危険率で有意)場合

は，第2表に示したごとくチウロコタケモドキ，キンイロアナタケ，エゾノサピイロアナ

タケ，アラグカワラタケ，アイカワタケ，マスタケ， トドマツオオウズラタケ，エゾタケ，

シミガタセンペイタケ，カボチャタケ，レンガタケ，エプリコ，ツガサルノコシカケ，ミ

ヤマトンビマイタケ，ツガノマンネンタケ，ヒトクチタケ，エゾノハスグサレタケ，マツ

ノカタワタケ，エゾノコシカケ，カイメンタケ，エゾナミハタケの 21穫に対する場合であ

る。また，マツノウロコタケ，ハナピラタケ，マツノネクチタケ，ケニクアミタケ，モミ

サルノコシカケ，ナラタケ，ヌメリスギタケの 7種腐朽菌に対する両樹種の比較抵抗力に

有意差は認められなかった。

供試腐朽菌28種中， 21種lζ対する比較抵抗力はトドマツ心材の方が強く， 7種に対し

ては両樹種間程度の抵抗力を示した。なお，エゾマツの比較抵抗力がトドマツよりも強い

と認められる場合は全くなかった。したがって，本実験からトドマツおよびエゾマツ心材

の比較抵抗力には著しい差異があり，前者の比較抵抗力がはるかに強いことがあきらかと

なった。

摘要

北海道における主要樹穫であるトドマツおよびエヅマツ心材の比較抵抗力を知る目的

で，とれら両樹種を侵害する主要なる木材腐朽菌 27種とカラマツを侵害する木材腐朽菌マ

ツノカタワタケを，両樹種材片に接種して 230Cで200日間腐朽させた。その結果，両樹種

心材材片の比較抵抗力は， トドマツの方がエゾマツよりも著しく強いζとがあきらかとな

った。
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Summary 

For building and engineering purposes， the wood of Todo-fir (Abies sachalinensis 

(FR. SCHM.) MAST.) and Jezo・spruce(Picea jezoensis (SIEB. et Zuα.) CARR.) is the most 

important material used in this country especially in Hokkaido. 

Nevertheless the resistance to decay ofthe heartwoods of these 2 species has been 

e~amined by only a few investigators， such as KITA]IMA (34)， KAMEI and HOSHI (28) 

and ABE (1). Moreover， their reports have all concluded that there was no significant 

di妊erencebetween the decay resistance of the heartwood of Todo・firand of Jezo・spruce.

YAZAWA (63) has made an investigation on durability of the woods of these 2 trees 

which were windthrown. He concluded that the durability of the wood of Todo-fir 

was much greater than that of Jezo-spruce. 

However， up to the present time， no experimental work has reported the finding 

of significant di妊erencebetween the durability of these wood under the laboratory 

conditions. In this paper the results of the writer's examination on the resistance of 

the heartwoods of Todo-fir and Jezo-spruce against 28 species of wood-rotting fungi 

under laboratory conditions are presented. 

Material and Metl栂d: Two trees belonging Todo-fir and Jezo-spruce from which 

the test blocks were taken were grown at the Teshio First Experimental Forest， Hok-

kaido University. The trees were both 37 cm in diameter at breast height. Test blocks 

(1 x 1 X 4 cm) were prepared from a portion of the heartwood of logs cut at the LO m 

and 2.3 m ground levels of these trees. The blocks were oven dried and weighed very 

carefully. 

Test fungus cultures were left to become fully established on malt extract agar 

medium in separate Erlenmeyer flasks. Afterwards for each flask， each one set of 10 

blocks being 5 blocks from each of the 2 tree species were exposed to the ingression 

and further decay. The test period of the decay experiments was 200 days at a uniform 

constant temperature of 230C. 

The fungi tested were as follows: Stereum sangu仇olentum，Lloydella abietina， 

Sparassis crispa， Poria subacida， Fuscoporia' weirii， Coriolus hirsutus， Laet争orus

sulphur，側 s，L. sulphureus var. miniatus， Tyromyces balsameus， T. borealis， T. guttulatus， 

Hapalopilus fibrillosus， Fomitopsis annosa， F. insularis， F. officinalis， F. pinicola， F. 

roseozonata， Bondarzewia montana， Ganoderma tsugae， Cryptoporus volvatus， Cryp-

toderma nigrolimitatus， C. Pini， C. yamanoi， Phellinus hartigii， Phaeolus schweini・'tzii，

Armi刀'ariamellea， Lentinus kauffmanii and Pholiota adiposa. 

Among these fungi， Cryptoderma pini is the most common wood-rotting fungus 

of living larch in Honshu island. Other fungi are the most usually found and impor 
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was ca1cu1ated. 

Results: Tab1e 2 shows the percentages of. 10ss in dry weight of these test b10cks 

inocu1ated with the 28 species of wood-rottipg fungi. 

Di任erenceof decay resistance between the heartwood b10cks of Todo-fir and Jezo-

spruce which was significant at the 5 percent 1eve1， was found from these experiments 

to exist for 21 species of wood-rotting fungi. 

In thecase of 7 of the species of wood-rotting fungi， Lloydella abietina， Sparassis 

crispa， Fomi・topsi・'sannosa， F. roseozonata， Phellinus hartigii， Armillaria mellea and 

Pholiota ad争osa，no significant di妊erenceswere found between the heartwoods of 

Todo-fir and Jezo-spruce. 

On the other hand， regarding 21 of the species of wood-rotting fungi， Todo・fir

heartwood b10cks were a1ways significantly more resistant than were the Jezo・spruce

ones. 

Therefore， on the basis of the results of the foregoing experiments， it can be 

concluded that the decay resistance of the Todo-fir heartwood is distinctly greater than 

that of Jezo・spruce.
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図版説明

Explanation of Plates 

第 I図版魔朽誠験終了時における培養フラスコ

Plate 1. Mycelia of those wood-rotting fungi inside e温chof the testing flask at the end of 
decay experiment. 

1.チウロコタケモドキ Stereum sanguinolentum 

2. "<ツノウロコタケ Lloydella abietina 

3. ハナピラタケ S1う'arassiscrispa 

4_ キンイロアナタケ Por均 subacida

5. エゾノサピイロアナタケ Fuscoporia weirii 

6. アラゲカワラタケ Coriolus hirsutus 

7. アイカワタケ Laetiporus sulphureus 

8. "<スタケ L.sulphureus var. miniatus 

9. トドマツオオウズラタケ Tyromyces balsameus 

10.エゾタケ T.borealis 

p.シミガタセンベイタケ T. guttulatus 

12. カボチャタケ Hapalopilus jあげllosus

13 "<ツノネクチタケ Fomitopsis annosa 

14. レンガタケ F.insularis 

第11図版魔朽試験終了時における培養フラスコ

Plate 11. Mycelia of those wood-rotting fungi inside each of the testing flask at the end of 

decay experiment. 

1.エプリコ Fomitoρ'sis0 fficinalis 

2. ツガサルノコシカケ F. Pinicola 

3. ケニクアミタケ F. roseozonata 

4. ミヤマトンビマイタケ Bondarzewia montana 

5. ツガノマンネンタケ Ganoderma tsugae 

6. ヒトクチタケ Cη'ptoporus volvatus 

7. エゾノハスグサレタケ C ryptoderma nigrolimitatum 

8. "<ツノカタワタケ C. pini 

9. エゾノコシカケ C. yamanoi 

10. モミサルノコシカケ Phellinus harti注ii

11.カイメンタケ Phaeolus schweinitzii 

12.ナラタケ Armillar匂 mellea

13. エゾナミハタケ Lentinus知uffmamt

14. ヌメリスギタケ Pholiota adiposa 
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第 III図版供試魔朽菌を接種したトドマツ (A)およびエゾマツ (P)心材々片

Plate III. Wood-blocks of the heartwood of Todo・fir(A) (Abies却 chalinensis)四 dJezo-spruce 

(P) (Pi・Ceajezoensis) inoculated by tested wood-rotting fungi. 

1.チウロコタケモドキ Stereum招 nguinolentum

2. "7ツノウロコタケ Lloydella abietina 

3. ハナ~ピラタケ Sρ叫rassiscri・ザ唱

4_ キンイロアナタケ Poria subaci，お
5. エゾノサピイロアナタケ Fuscoporia weirii 

6_ アラゲカワラタケ Coriolus hirsutus 

7. アイカワタケ Laetiporus却 lphur，側 5

8. "7スタケ L.sulphureus var. miniatus 

9. トドマツオオウズラタケ Tyro畑ycesbalsam四 S

10_エゾタケ T.bor.倒 lis

11.シミガタセンベイタケ T. guttulatus 

12. カボチャタケ HapaloPilus fibrillosus 

13_ マツノネクチタケ Fomitopsis annosa 

14. レンガタケ F.insularis 

第IV図版供試魔朽菌を接種したトドマツ (A)およびエゾマツ(町心材々片

Plate IV. Wood-blocks of the heartwood of Todo・fir(A) (Abies sachalinensis) and Jezo・spruce

(P) (Picea jezoensis) inoculated by tested wood-rotting fungi. 

1.エプリコ Fomitopsisofficinalis 

2. ツガサルノコシカケ F. Pinicola 

3. ケニクアミタケ F. roseozonata 

4. ミヤマトジピマイタケ Bondarzewia montana 

5. ツガノマンネンタケ Ganoderma tsugae 

6. ヒトクチタケ Cη'ptopor.us volvatus 

7_ エゾノハスグサレタケ Cη，ptoderma nigrolimitatum 
8. "7ツノカタワタケ C. Pini 

9. エゾノコシカケ C. yamanoi 

10. モミサルノコシカケ Phellinus harti匡rii

11.カイメンタケ Phaeolus schweinitzii 

12.ナラタケ Armillariamellea 

13. エゾナミハタケ Lentinus kauffi加 nii

14. ヌメリスギタケ Pholiota adipo担
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